
 

 

平成２７年度第１回技術者研鑽セミナー報告 
 

 

広島県 電気電子部門 

氏名 小田宗孝 

所属 中国支部 

８月８日に、平成27年度 第１回研鑽セミナー

が行われましたので、報告致します。 

今回は、①建設部門、柴崎恭範氏による 

「東日本大震災被災地の今」 

②同じく建設部門、亀田雄二氏（委員長）によ

る、「社会基盤整備における3次元設計」 

③建設部門修習技術者、山内太郎氏による 

「斜面災害における３Ｄモデルの適用例」 

についての３つの演題で講演を行いました。 

セミナー状況はWeb中継を行い、島根大学からも

参加していただき、意見交換を行いました。 

 

セミナー内容 

１） 「東日本大震災被災地の今」 

講演者の柴崎氏は、平成２５年３月~２７年

３月までの２年間、呉市役所からの震災復興支

援にて、宮城県内の自治体に派遣に行かれており、

その復興現場の実態について講演頂きました。 

まず復興における方法の選択について、元通りにす

るのではなく、移転することが全体の６１％、地そ

のものを嵩上げすることが９％、現地を集約するこ

とが３％、堤防等を強化し現地で復興する事が

18％の比率で行われているとのことでした。 

主に移転が主体となっており、移転先が決まるまで

に時間がかかることが復興が遅れる一つの要因に

なっているようです。 

 

 

 

 

 

 

マスコミにて何度も取り上げられている陸前高田市

の、山から土砂を運ぶベルトコンベアは、幅 1.8ｍ

×3ｋｍで構成されており、ダンプ輸送であれば９

年かかるところを、コンベアであれば６年に短縮でき

るそうです。土砂の量は８６０万 m3 で東京ドー

ム７杯分です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

陸前高田市のこのベルトコンベアは、比較的早期

に完成し運用を開始できました。その理由について、

復興全体に言えることとして直ぐにプランニング、申

請、実行に移せたこと。先ずは実行に移すスピード

が復興そのもののキーになっていると説明されました。

最大の被害を受けた石巻市については、そのスピ

ードが出し難く、復興の進み具合が遅れ気味とのこ

とです。 

復興事業が進まない理由として、復興計画が決ま

らない。人が多い程、基本合意に到達せず、設計

段 

 

 

 

 

 

 

人が多い程 

基本合意に至らない コンサルタント不足 工事人材不足 



 

 

段階に移れない。又、設計に移行しても、コンサル

タントが不足しており、工事に移行しても工事人材

の不足と、全てにおいて不足しているとのことです。 

柴崎氏が痛感したのは、設計・工事監理等の実

務を進めるに当たり、資材調達、工事基準や余裕

度の見方等、北国ならではの基準に慣れるまでに

時間がかかり、即戦力となるには幅広い知識が必

要だったと述べられました。 

今後の課題として、防災への構えを常に怠らない

事、震災を風化させない事を挙げ、 

これについては、東北では毎日テレビで震災復興

関連の報道が行われるが、最近では広島に於いて

は毎日の報道はありません。災害の記憶を風化さ

せないためには、明日は我が身と日ごろから構える

ことが防災に繋がると感じられたそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、今回の復興支援に参加され、町の再建

に貢献されましたが、暮らしや街並みが戻っても心

は震災前には戻らないと肌で感じられたそうです。

何をもって復興したと言えるのか、自分の頭で考え

てみる事が必要だと感じました。 

2） 「社会基盤整備における3次元設計」 

亀田委員長が自社内で進められている、「CIM」

ConstructionInformationManagement に

ついて講演されました。CIM とは ICT 技術を駆使

した３次元設計で、建設の各段階において情報を

共有し、効率的で生産性の高いシステムを構築す

る事を目的としています。 

BIMはBuildingInformationModelingを示し

ます。BIM については、各国で推進と義務化が進

んでおり、日本ではようやく 2016 年にガイドライン

の運用を開始したところです。 

CIMの有利な点は単なるモデリングでなく、情報を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付与できることにあります。一つのモデルに対し付帯

設備や断面図等の情報の一元管理が可能です。

課題としては、描画精度や属性情報のルール化が

出来ていない事、CIM に対応した契約や検査の

在り方が決まっていないことが上がられますが、来

年度以降、ガイドラインに沿って積極的に取り入れ

ていく方針を述べられました。 

3） 「斜面災害における３Ｄモデルの適用例」、

引き続き山内氏の講演も３次元モデリングの内容

で、3D を用いた地盤の安定度解析をご説明頂き

ました。従来活用されていました 2 次元モデルによ

る安定解析では、平面的に方面整形の考慮がさ

れない為、安全率が過大過小に評価されていまし

たが、3 次元モデルでは、地滑りブロック全体を考

慮した解析が可能であり、周辺に対しても妥当な

条件を与えることが出来る利点があります。 

しかしながら精度の良い解析を行うには広範囲な

調査が必要な事、実績が少なく照査が困難である

事を問題点として挙げられました。 

 

 

 

 

 

 

 

3DCAD による数値を正式に認めようとする動きは

あり、適宜結果を確認したうえで積極的に活用し

ていく考えを述べられました。 

これからも研鑽セミナーは、勉強の場・情報交換の

場として開催していききす。多数のご参加をお願い

致します。                 以上 


